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凍船が 出來 ますれ ば如 何 に遽洋へ 行っ て も
一一一

北海 へ 行 か うが 南洋 へ 行か うが 、 非常 に

遠 く乘出 して 漁 業 をす る こ tr が 出來 る譯で ご ざい ますか ら、 他國の領海 へ さ へ 這 入 らな

ければ 如 何な る所 に參 りま しiこ所カコ
、 叉 そ こ に 如何に 自 由勝手 な 、 氣儘 な 民族 が住 ん で

居 りま しtこ所が 、 我 々 を排斥す る こ “
L は出來ない の で あ ります 、 陸上 で は排斥 され て 居

る所の 我 國民 に 取 っ て は非常 に 重要な問題で あ る ご 思 ひ ます 、 其 大 問題に 關係 の あ る所

の漁舩 の御 設計及 び其 結果等 を今 H 我 々 に 御講演下 さ い まして 、 非常に 我 々 に取 つ て 有

盆で あっ た ご 考 へ る の で あ ります s 此點 に 於 きま して 殊 に 深 く講演者 の 勞を謝 しtこ い E

思 ひ ます

　　　 一同拍手

○會長代理 （末廣恭二 看 ） 續い て 妹澤君 に御講演を願 ひ ます

矩 　形　板　の 　應 用

准 員 工 學 士 妹 澤 克 惟

　矩 形板 が 周邊 を固定 せ られ て 、 板面 に直角 な る外力 を受 け る塲合 に N 其 板 の 應力が 如

何 な る状態 に あ る やは 、 從來 二 三 の 人 々 に よつ て研 究せ られ て 居 りますが 、 或 者 は單 に

假 定 に 基づ く數式 を作 つ て あて は めん 9L し、 或者 は甚 だ不完全 な實驗 を以 て其 状况 を表

は さん ご し、 何 れ も充分 に 信 を措 くに足 らない の で あ ります 。 此 に於 て 著者 は一 兩年 前

よ b 、 理 論 的な る數式 を作 つ て 内力 の 分布 を解 き、 且 又
一

方 に は 比較的 正確な る實驗 を

や 帆 數式に よ つ て 得 られ た 結果 ざ 比輳 した所 が 、 其 結果 は 割合 に よ く合 ふ 事 が 明白に

なつ て 來た の で あ ります 。 然 る に 茲 に こ の 論文を發表す る約一 ケ月前 、佛 蘭西の Pigeaud

“
L い ふ 人の 書物

1 ＋

に 、 甚だ込入 て居 つ て取扱 に厄 介で は あ b ますが 、 可成 り立 派 な方 法

で 、 數 學的解法が載 つ て居 る の が 判 つ すこの で あ b ます 。 邸著者 は早速其 方法 を用 ひ て 計

算 して 見た所 が 、 其結果は著者の 數式的解法並 に 實驗ε 割合に よ く一致す る事が わ 炉 り、

茲 に
一暦の 確信 を得た 次第で あ り ます 。

翼 數學的解法　其一
躇 者 の 方淘

こ の解 法 に 於 て 次 の 如 き記 號 を用ひ る事 ご します 。

1）　Gaston 　Pigeaud：
− R6sistance　des二“fatEriaux　et　Elasticit6（1920）．
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　　α
，
b ・・＝ 矩形板 の 幅 ご長 さ

　　　 t・＝ 板 の厚 さ

　　偽 ：’／＝ 板 の 中心線 に作 つ た XY 軸 に 關す る座標

　　　tV ＝ Neutval　 SUI
’faceの 撓み

　　　E ＝・＝
”
Young 率

　　⊥ ＿ P。i、，。。 の 比
　 　 ηz

　　　1）＝ 均一
（
一樣）な る荷重

σ
。・，

σ
yVl

τ
。，

・
・＝夫 々 雌

，　 y　Y，　Aly に 李行 な る垂 直 内力及 勢

　　　　　 内力

聖」

　　　　 1＿」L
　 　 　 　 　 　 12

　　　　刀 ＿

1
＿＿ ＿互塾 Y

　　　　　　・一（一鼻、）
212

　
一般 に

一樣 な る厚 さの 4 板 が 其面 に 垂 直 な る外力 を受 けて 4 衡の 状態に あ る爲 に は 、

其板 の 何 れ の點 を取 つ て考 へ て も次 の 如 き微分方程 式が 成 立 す る必要が あ ります。

　　　　　　壱 、．鶯）
（欝 ＋ 2 競 ＋ 券）イ   乳 一 …… … （1）

但 し／＠・ の は 偽 〃）な る點 の單位面積に 直角 に 働 く外力 で あ b ます 。 而 して この 方程

式は面 の撓み が 極 く僅 か な る場合 、

3）
帥 ち撓 み が 厚 さ に比較 して 小 な る場合 に は 正 し く

應用 され得 る もの で あ ります 。

　矩 形板 が四 邊 で 固定 され て 居 る塲合 に は其 固定邊で 擁み ご板 の 傾斜 が 零 ざ な る 事 を

乳 ます ・ eil・ の 黼 唹 ・ は ・ 　＝ ＝ ±9 及 ・
一 ± 一鈩・於 ・ ・ 一取 一 ± ÷ で

需 一 吻 一 ±音 で 寄 一 ・ … 事 を蟶 し ・す ・

　扨 て前述 の 微 分方程式及上 の b・nndary 　conditionS を總 て 同時 に 滿足 させ る事は 非常

に 厄介で あ bますか ら著者 は次 の 如 き近似法 をS る事 に致 しま しナこ。

　即板の 各部 分 が李衡 に あ る べ き前蓮 の 微分 方程 式は す べ て 満足 し、 又 周邊 で 撓み が 零

ユ
Y
　 幺

k−一る 一 一一一一る ・訳
2 〜

桑
：

3i
ガー

x

1 λ

；
旨

xo

；
L∠8

・詫

…
｝

．立

2） F6pp1：
− VQrle8ungea　Uber　Tec］nnische 　Mech 呈しnik 　V 其 の 他 の 書

3） J ・h・ P ・e… tt ・
− Th ・ Equ ・・ti− f　Eg ・i！ib・i・m 。f … Ela・ti・ Pl細 11 ・ d・・ N ・・皿 。 I　 P ， 刪 ， e くPhil．

　 ］Mag・Jan ，煽1922），
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こ な 帆 周 慶で の 傾斜は すべ て が 零 ご は な らす、 只長邊の 中點の み が 完全 に零 こ な り、

＃；他 の 點 で は 極 く僅か の 傾 斜 を殘 す ご い ふ 方針 を取 る事 に した の で あ ります 。

　今撓 み IV は 次 の 如 き形で あ る ご假定 します 。

　　　　講 か 岬 碍 ＋ °e『

ζ糞）e蔀 ）・…・一 

但 し
’
・・e ご ，乙 は奇 數 な る を要 し、

A … n 及 0 は 後 の 條 件で 决定 さ る べ き恒 數で あ る
“
L し

ます 。 こ の 樣 な形式 を取 つ た の は 决 して 出鱈 目で は な く、 右邊の 初 め の 級數の 項は矩 形

板 が 周邊 で支持 され る場 合に 取 る形 、

｛）

又後 の 級數 な らざる項 は長 さ ft な る lilLea・
’beanj

の 場合 に 固定端 を有 する梁 の e ］ast ・ic　curve を出す に當 り常 に Singic 　illfil・ite　8eries の項

に ・
°（

　 　 灘
2

t＿
　 　 　 　 り

（鬘）
凹）な る 項 を加鵯 い ご ・’鋤 か っ て 居 る の ・據 て 之 を導 ・出

した の で あ b ます 。 上 の 式 を用 ふ れ ば周避で は 撓み が零 こ な り、 牛衡 の 微分 方 程式 も後

述 の 方法 で 滿足 致 し叉周邊 に於 け る板 の傾斜 も次 の 方法 で調整せ られ る の で あ ります 。

　若 し ‘1”邊が b 邊 よ り も小 で あ る こ す れ ば、 長邊の 中央で 傾斜 が零 な りざす る 條件か ら

次 の 關係 を得 る事に な ります 。

　　　　　　・Σ Σ 認一 舳 ・鍔
L ＋ 4σ一 〇・…・・… …… …・……… ……・…一 … （3）

　 　 　 　 　 　 η 1
−1　　 n　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

此 樣 に す る 9L 周邊の 傾斜が何 れ も小 で あ る事が後 に 計算の結果 判 ります 。

　茲 に於 て第 （1 ）式を第 （2 ）式に 入 れ ます 。 然 る時は

　　　　　1普・ 嚇 ・
＋ 券 轉均編 ［（

”

争）
2

＋ （T
’

、
”

）
2

］補 響 一 罕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
＋

（÷1揃 ＝ 孥 … … t ・・＋・・4・

但 し D ＝ 一

椀 撫
こ の 關係は 蜘 ）力禰 欄 ・ 凱 ・ 嫩 ・ 場合 ・

は常に 成 立 致 し ます が今は ！ ＠ の ＝ p ご 置 きます 。 之 は船の 外板 等 に 關係 が あ る 場合

に は す べ て 2・ な る constant 　pn
’
es：

’
1・re で よ い か ら、 外力は 常に p な りこ して 議i論 を進 め

る事に 致 し ます 。

　 4，　Ulebseh ：
一一Theorie　de　rElasticiむ6　des　Co ｝

・
ps　S〔レlides　de　M ．（le　Saint−Venant （1883）．
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一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Society of Naval Architects of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　of 　Naval 　Arohlteots 　of 　Japan

　　　　　　　　　　　 ＿竺」船 協 會 會 麩 　第 三
一1：三 號 ．　　　　　　　 411

　（3）式及 （4）式か ら ・偏 及 σ を决定すれ ば問題 は解决出來 る の で あ り ます が 、 今は

最 も便宜 の 韜先 づ 〜4）式 か ら C「

は わ か つ た もの こ して 普通 の FOurier の d。ub ］e　Sel
’ies

の 係數 を定め る遣方で A ・・n を出 します 。 即

廡 ［（÷ノ＋（罰 弔
（÷）

§
存ア

］差噸 n 誓 …… …… （5）

を得 ます 。 こ の 式 に よ り z砿 は （フ を含 ん tご式 で 表 は され た事に な b ま す 。

斯 くて 得 られ た A ・・ ，i の 夫 々 の値 を （3）式に 代入 する ご σ に 關す る 一 元方程式 が 出來、

之 か ら 0 の 値 が わ か る筈で あ ります 。 こ の 0 の 値 を更 に （：））式 に 代入す る 事 に よ b 、

夫 々 の ！ Mll の 値 が 定 まる事に な ります 。 獪上 に 出 て 來 te　tu數及後 に 出 る多 くの級數 の

計算は 、 速 に cOnverge す る 爲 、 第六項目位迄取 る事 に致 しま しtこ。

　 こ L
・ で 注意 を要す べ き事は s 斯 の如 く考 ヘ ナこ板 の elastic 　su 漁 ce は果 して これ位實際

に 近い 歌况に あ る か を知 る事で あ b ます 。 之 に は Ii” ig．　1 を見 れば 、 著者の 所 謂 clai ・mPed

edge の 傾斜 が 、 單 に支持 せ られ ナこる場 合 に 比較 して 如 何 に小 な るか 、 寧 ろ殆 ん ざ看 過 し

得 る轍 の もの な る事 が 牛朔 す る の で あ b ます ． 但 しこ ・ に は．L ・ 及 ⊥ − 2 の 駘
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ゆ　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （t

しか やっ ・ あ り ませ ん・÷ 吐 囎 力Llす ・ 蹤 ひ颶 唹 け ・瀦 ・次第 1・i9加す ・

の 瞰 加 あ りませ ん ・ 然 し慰 ÷・・鯆 大 ・ な ・ ・髄 の cl・uul ，acl ・一 暢 齪

な り再び 適當 な る もの を得 る事に な ります 。

　次 に 、 板 の 中心 に 於 け る撓み は 一
っ の都合 よ き比較 こ な る數量 で あ b ます が 、 之 を種

・ の ÷の比 ・ 對 し・ 講 して 、 努 ・・ ・・… 朏 しt・の が ・・g・1・ で あ り ます・ ・ の

圖 を見れ ば よ くわか る徽 、 ÷一 ・ の 近所 で は働 ・ 於 ・ 殆ん ご一島 ・・ ep・
　 li・ ・ar

bc，an ］ の 駘 ・飜 し・居 ・事・励 ります 。　5c£一一 ・β の 漸 で 撓み が÷一 の 場

合 よ り も少 し大 に なつ て 居 るの は多少變 で 御 座 い ますが 、 之 は數學 的解 法 ご して よ くあ

る例 で 、 極 く僅 か で すか ら巳 む を得 ない もの 9 します 。

　板 に 於 け る 撓み の 分布は （2）式か ら計算 され ますが 今は一
例

eL して 重 鞴 2 の 場合 を
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 α

Fig・III に 示 して 置 き ます 。

板 唹 け ・垂 直 の歪 み ・鼻・喋及切 醺 み 嚇 は耡 ・暢 す ・
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ん睾 一

傳 か （瓢 撃 岬 ＋

ck
’

．lllJ・L・（1−
（観

海鷸 ｝乃［無 謝 c°s
？’7”

… ヱ
’

募
”

＋

（写）
・（1 −

（1≒・］…… （6）

　　　　
ゐ新 ゐ［客麹塩 響 血 撃 8in 穿 ＋

て暑贄1）］
從 て 、

XX
，　 yY 及 xy に 〜雫行 な る垂直 内力及切面内力は次 の 如 き式の 中 へ （6）の 値 を

代入 して 得 られ ます。 但 し h は或 點 の neutral 　surface か らの 距離ご し ます 。

　 　 　 　 　 　 　 　 刃ん　　　 ∂
2w

　　　1　 ∂
21v

a
・・

『

・一（

ノ

lillri，

一一

’（穿 ＋ ゐ穿）

窄
τ 撫（

∂
2・lv　　　　1　　∂

2tV

∂212
＋

7n 　∂x2 ）

　 　 　 　 ヱ7ん　　　 ∂
2zo

τxg
＝ 一

………・…・… …・・……… ……・…．＿＿ （7）

1＋ ⊥ ∂x ∂y
　 　 呪

　矩形板 に起 る 内力 S して 其大 さ の hmits ご な る べ きは、 板の 中心 並 に板の 周邊 の 中央

な る べ きは 明で あ りますか らs 著者は上 の 式 を用 ひ て 央等の 點 に起 るべ き内力 を算出 し

た の で あ ります ・ 而 し吶 加 一般 ・ ÷な 砒 ・ 孥
2

及 ・・・… n 妣 ÷ の 蝋

・ な ・ の で あ ります が ・ 齣 雕 唹 ・ ・よ÷・ も鯆 辮 な ・恥 わか ります．
B・

・g．

・v 唹 て は ・蚋 加 大 さが鰍 の 書一の 偉 對 し・記 して あ b ます ． 蜥 の 中心 に

於 … P ・・・・… 眦
’

÷ が きい ・ 參 ります ・・ ら儒 ÷ ÷ ・ し ・講 しナ・櫞 を

記 し・ 置 きます ・ こ の 圖で わ か る撚 ご蚋 加 鵬 の 鵬 躙 撒 £ 一 ・ の 近所 で

bi− ＝ co の 場合 の値 ｝
Le 殆 ん ご同 じに な る事が知 られ る の で御 座 い ます 。

　獪板 の衷面 に於 け る聯 立 内力 を σ
， E 致 し ますご 其大 さ は

　　　　・
・

一÷（aav 十 σ
yv）・v÷（am − ・

yy）
2
・ r

。y2

で 計算 され 叉其が 1 轍 な す角 θ は 　 　
・一 ………一 …・一 一 一 一 一 （8）

　　t。n2 θ＿
＿

2 ・
・．・・

　 　 　 　 　 　
σ
rc
｝ayil

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
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で與 へ られ る事は 申す迄 もあ b ませ ん 。

　　　　ll　 ＝±÷ な ・ M ・d・… 起 ・ ・… t… は

　　　　
丑

「 一撫（
∂ ヴ

∂xe∂y ）’ va
，li14−

，
g・ ）’一 ・ ・一 一 一 （9・

な ・式 唹 匂 一 ±÷ ・置 け鏘 られ ・譯鰍 ます旗 櫞 は ÷ の 版 ・
・ な ・

項 で 表 は され 、 其 中で 極 限 こ もい ふ べ き邊の 中點及角に 於 け る ｝
’
eacti ・n は Fig・V に よ

っ て 表 は され ます 。 こ 丶 で 注 意 す べ きは板 の 角に 於 け る reacti ｛ul は邊の 中央の もの E は

反對 の 8ense に な る事で あ b ます 。 之 は つ ま り板 が 跳 ね返 ら うt す る の を喰ひ 止 め る事

に な る の で fO．b ます ． 叉 re ・・ti・1・ の 場合 に も 五 一 2 の 近所で ⊥ 一 ・・ の 場創 ・近づ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 tf　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 “

く事 が わ か り ます 。

　　　　　　　 H　數學的解法　其二 〔Pig… d の 書 に ゐ る もの 〕

　前 に 一寸 refel
’

して 置 い 7こ P｛geaud 氏 の解式 に て は tV を次の 如 く取 っ ナこの で あ b ま

す 。 即、

　 　 　 　 　 　 　 　 の 　　　　 　　　　 　　　　　 　　　　 　　　　 　の

　　　　・v　 ＝ 　IP＋ Σ a
．
・・Vw ＋ Σ q ’

2Vm
’・……・…・… …・…一 ……… ……・…・… （・o）

　 　 　 　 　 　 　 　 TV ＝1　　　 　　 　　　 　　 　 m
−
1

以 上 の 中で IY は

　　　　　　毒 了：衞（券 ＋ 2
∂謝 ＋ 311；9

’g ）翻 ・一 （叫

　 を滿 足 し、
zv．、及 tVm 「

は上 の 2〃 の代 りに 置 く時 は ！＠ ，の 摺0 の 如 き形 に な る樣 な函數

で 、
研

，
2Vm ， ・V

．

t
は共 に周邊 で は零 ざ な り、

0』、， （  を適當 に 擇 ぶ事 に よ b其傾斜 が零

こ な る べ きで あ り ます 。 其爲 に は 周邊の 二 邊に 一致 して X 及 Y 軸 を取 り

　 　 　 　 　 　 co　　 　　　　り

　　　　匹 Σ Σ 瑜 ・i・ 響 ・i・ 罕 （m7 　 nJ 奇數）一 …… 一 一 ・… ・… （・2）
　 　 　 　 　 　 bm−1　 　 　 　 　 　 　 　 n

一
ユ

オ 置 き飭 ざ 同様 な る方注 で Amn を單獨 に 决定 して TV を算出 しこ の IV の周邊に於 け る

傾 斜 を打稍す樣 に IVm ，？嬬 を加 へ れば よい の で あ ります 。　QVPt
，

ω
。 、

’

は所謂 plane　strain

の function に相 當 す る もの で次 の 如 く置 くの が普 逋で あ ります 。

5）
即

　 5） Inglis；− Tw ・ dimensional　stres8es　iu　rectangular 　pla憾 （Enginee71ng　Oct・7・IEI21）・
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Wm 　
＝ 9 （のsin

？）1「「x

　卿
　　　　　　 α 　　 ，

）矧 ［，

撃
一，

一

凹 ・ ・〆［，

撃
一，

』

門，

・一〃
一ジ

・膚 ＠）・it1雫 ，

　q＠）一 ・c［，
艶 」判 ・・［，

準
．ガ

撃 ］，

・
一圓

＿（13）

の如 くこ れ ば ZL・
m
　ZVmt は （1）の 如 き微分方程式を滿足 し、 且 っ 周邊で 零

9L な b ます 。

　多 くの 7Vlr。2V
．

r
を探 用す る事は甚だ 厄 介 に な b 、 實際 に は殆 ん ご應用 出來滄 もの こ な

b ますか ら、 著者 は ？V 、，
7V

、

t
の み を取 て 計算 しず1の で ゐ b ます が 、 之 こ て も誠 に煩 に堪

へ な い の で あ b ます 。 今

　　 　 　zo 轟 〃
γ
十 cl　 ZVI 十 Cl

’
Iolt

ビ ご り、 長短 兩漉 の中央點 で板 の 傾 が 零 こ な る樣に した の で あ b ます が 、 夫 の み に て も

周邊の す べ て の 點の傾 斜が 、 殆ん こ わ か らza位に な る事 が 、 前の Fig ・エ に 示 して あ b

ます 。

　次 に 著者 の 方法 ご 同樣 に して 、 種 々 の 五 一に 對 す る 中心 の 撓 み、 内力の大 さ及び fixcd

edges に 於 け る reactiOll を算出 し、
　 Fig ．　II，　Fig．　 IV ，　Fig．　V に 夫 々 記 して 置 き ました 。

何 れ 観 て 躇 者 の結黜 殆ん ご相似 て居 る事が知 らn2 す ． 又 ・lig．　 VI 　 kztよ．L ・

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （↓

の 場合 に 於 け る撓 み の 分布 が 示 して あ ります。

　獪 Fl9．　II 及 Fig．　 IV に於 て 〔Jrashofの empirical に 出 した （寧 ろ liypothetical）式

の 結果 を附加へ て 置き ました が 、 之 は常識的 に考 へ る ご 理 想 に 近 い の で あ b ますが 、 之

を 内力亭 衡の 方程式に 入 れ て 見 る 9L
、 何等根據の ない 勝 手 な も の で あ る事 が わ か bl

す 。

ill 實 驗

　著者 は始 め著 者 の理 論 を實驗に 徴 せ ん が爲 に 試驗を企 たの で あ ります 。 實驗 ご して は

此 迄 Bach，獨 逸海軍叉 は ］｛outgoltlel ”ie其 他 の もの が あ ります が 其中で最 も緻密 な 實驗

VL して は M 。 nfgome1
’ie の もの を暴 げ な ければ な りませ ん 。 然 るに こ の實驗す らも其結

果 E して 得 られ た撓み 、 叉 は 内力 を見 る に 甚 だ疑 は しい 點 が あ る事を發 見 しすこの で 御座

い ます 。
Montg 。merie の 實驗は鋼 の板 を別 の鐵 の 倉ame に 挾 ん で 水歴 を加へ て 居 る の で

あ ります が 、 然 る時は fralne も共 に水壓 の 影 饗 を受 け て歪 み を受 くべ きは 明 白で あ り

ます。 殊 に鋼 を defe1’11エ す る爲 に は可成 の 水壓 を要 し、 從 て 無理 が 非常 に増加 し ます 。

斯 る装 置 を以 て 如何 に精密な測定 を して 見た所 で 箕の もの が 出 る譯 は ない の で あ りま
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す 。 果 して Montgomerie の 實驗の 結 果 を見 る に 、 板 を厚 くして 水壓 を塘す に 從ひ其 中

心 の 撓 みは 實に大 な る もの に な つ て 居 る の で あ b ます 。 茲 に 於 て著 者 の 實驗は 新に セ ノレ

v イ ド の 板 （48enlx30cn ・× ・ 407cn｝）を採用 したの で 御座 い ますが 、 こ の 板 の 使用 は末廣

先 生 の御 指圖 に よっ た もの で あ b ます 。 而 して 伽 n 」e は Fig．　V 【1 に 示 せ るが 如 き鋼 の

fl“｝LTpe を使用 した の で め ります 。 然 る時 は セ ノV ロ イ ドの彈性は鋼 の 彈性 よ り も遙か に 低

い もの で あ りますか らセ 7v ロ ／ ドの み が 小 さ な水∫壓に よ り正 しい el 乞、s伽 defer｛n ・Lt，ieiiを

や る事に な ります 。

　fi’tUコle は約 ユclll の 厚 さの 鋼板二 枚か ら成 り、

一枚は上 側の fr｝、me ’

Le し一 枚は下 側 の

framG ご致 しま した 。 下 側 の もの は 極 め て 4三らな滑 か な面 を有 し、 上 側 の 伽 me は矩 形

型 に C1鵬 せ る楔 を持 つ て居 ります 。 こ の 二 枚の 枠 の 間に セ ノレ ロ イ ド板 を挾 ん で 、 下 か

ら水壓 を加 へ ます む 周邊の cltunping の状態 を極め て よ くし、 且 っ 板 面 に ZF 行 な る摩

擦 を刮合に 輕減す る事 に な b ます 。 帥 こ の 樣 に して も wedge か ら外 の セ ノレ ロ イ ドの 部

分 は常 に 水李 な る傾斜 を維持す る事に な る筈で あ ります 。 こ の sketch は Fig．　VIII　a に

載 つ て 居 ります 。 叉 ボ ル トの 締 め 加減は殆 ん ご手加減に よ b ますが
、 之 は幸な事 に は

clamping の 少 ない 時 は 勿論 の 事、 少 し Ghmping の度 を過す時 は frame の 1）eudin9 に

よつ て 水 の 1eakage を起 す事 に な b結局適當 な る clampin9 は極 め て 狹 い range に しか

存 せ す 、 而 も撓みの 方 は其 前後 に 於 て 可成廣 い range の 閲憂 らない ビ い ふ 幸 な事が あ る

爾 割合 に 樂に clan ）p す る事が 出來 た の で あ ります。

　水 壓は Fig ．　 VIII 　 b に 示せ るが 掴 き装 置 に よ りました 。 水 道 の cock を極 く僅 か あ け

て 置 い て 、
WILtdr　 Ohan 】ber の 角等 か ら漏 り出 る水 を補ひ ます 。 而 して極 く僅 か の 開 き

は餘 り影響は ない の で すが 用心 の 爲 C’ocl ｛ か らの水 は 一度 圓の 如 き裝置 の 底 の 方 へ 入 れ

て imPl1】se の 如 き もの を濔す事に し、 こ の 水 が 叉上 へ 上 つ て 來 て 一部は 盗れ 出で 、

一部

は Water 　bottleの 上部 か ら其 中 へ 入 ります 。 ヌ，　fran）e の下 の water 　ehaniber 　 lこ は air

pipe をっ けて 室氣 の escape をは か りま した Q

　水 壓 に ょ っ て セ ル ロ イ ドの なす撓 み は dial　 gange で 計測致 します Q 尤 も其 前後 に 水

駆を加 へ な い 時 の 板 の 極 く僅 か の 凸 凹 も測定 して 1
’
elative な撓み を 9L

　b ます 。 こ の dial

… g・ は
、1。 nL ・ ・の ・c・ 1・ ・ なつ ・ 居 b ます・

・

ら目糧 で 壷 ・ ・n ・・迄 は讀 み

得た 譯 で御座 い ます 。
dia］ 9auge は一・

つ の slide　rai1 に乘 り、 こ の rail は 更 に bridge こ

なつ て 之 に 直 角 に 位置 せ る 1
’
ai1 の 上 に跨 帆 すべ て の A ’

　Y−coord 　inatesに 於 て defiection

が 計測出來 る樣 に して あ b ます 。 これ等 の rai 王は brass を以 つ て 作 っ て 置 きましtz。

N 工工
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　セ ノv ロ イ ド板 の Yom19 率 は Olsel1の teg・　tin｛9　niachine で 試驗 しだ 結果 LL− 219001c9／□

cm を得・tzの で あ b ます 。 叉 P ・ig，　s・n の比 は始 め四角棒 の t・・
’
si。nal 　 vibrati ・n か ら Saint

Vel／・lnt の forni　”la に ょ b剛性率 を出 し之 か ら計算 しtzの で す が 、 四 角棒の torsional

vibi
’
ation が 既 に疑 は しい の で 更に セ ノレ ロ イ ド の 板 に 縱横二 組 の Marten の exteuso −meter

を附加 して 直接 に 測 っ iこの で あ ります 。 其結果 一L
’
＝ ＝ o．3 ビ なつ ナこの で御 座 い ます 、

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 gn．

　 セ ノvpt ／ ドの板 の 厚 さは O，407cm で efi
”
uctivu な邊 は 18cm × 36cm で あ ります 。 水 壓

は 二 鬮 で Tl翫・・／… 及 晶 蠏 … で あ ります ・ 大 な ・方 ・ も撓み ・
・ … n ・…

内外 で すか ら、 厚 さ に 比較 して 低 い 程度 の もの こ 見做 され 、 從 て數學 的解 ご 比較 して差

支 が ない 筈で あ ります 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 4

撓 み の 分 布は五 回許 b の 實驗の 褓 を勒 して 勢 の 項に 直 して 表 は しt・の が Fig，．

IX に 示 して あ b ます 。 其中心 の 撓み は比 較の 爲 Fig・II に載 せ て 置 きま しナこ。

　術 この elastic 　Clll
‘
ve か ら strain を直 接 graphieally に 出す事セよ無論 出來 るの で あ り

ますが 、 其計算が 極 め て 瞬眛 に な る の を恐れ著者 は板 の 中心の 近所の 縱横の 方向及長邊

の 中點に 於 て夫 々 別 々 に

　　　　？1　＝axe ＋ bx4

の 曲線で あ る ご假 定 して各々 五六 の 點 を取つ て 之 を最小 二 乗法の遣方で a
，
b な る係數

を定 め て 置 い て か ら、 こ の 式 を二 度微分 し、 理 論 の （7）式 に よ っ て垂 直 内力 を算出 し、

之 を Fig ・IV に 於 て A
，
　 B な る點 で 示 して 儼 きました 。 之 を見 る に 何 れ も理 論 に 近 い

事が 判明す るの で あ b ます 。

　Fig・x は著者 の 理 論 、
　Pigealldの 方法及著者 の 實驗に よれ る短 中心 線の 彈性曲線 を示

せ る もの で 、 割合 に よ く接近 し 、 且 っ 曲線の 性 質が 相似 て 居 る の を見 る の で あ b ますδ

　獪 MontgOmerie の 實驗の結果 ご直接 に比較せ る數字 を示 せ ば次 の如 くな b ます 。

　　　　　　　 壓 力 　 　 10 ％ 　 20ib ／。
tt 　 30 ツ。

・・ 　 40 ’b

／。 tr

　　　　　　　板 の 厚 　 ギ 　 1
’1　 詈 　 薯

＿ 〜撚器

　　　　　〜
　　　　　 P｛墓eaud の 理 論

　　　　　 著者 の 測定

．203，5，i

，205”

，192”

．210「t

ユ63”

，121”

ユ13tr

．12in

．0896”

．0767「’

，0718t

．0785”

．（
’
410”

．0304 ，「

．0284”

．0312tt

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Society of Naval Architects of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　of 　Naval 　Arohlteots 　of 　Japan

造 船 協 會 會 報 　 第 三 ＋ 三 號 」ヱ」

畷 遍
1］，．2T／囗

” Cl）

10．0

10．3

10，0

IO・0 「

／口
〃 （2）　91

’
「

／ロ ，，（3）

8．9　　　　　 7．5

9．2　　　　　 7．75

8，9　　　　　 7．5

58T ／ロ ・广（4）

45

4　65

4、．，5

嬲 。 於
蠍欝 21．5 　 　

82W

黒
悔 （4

’

）

け る内力

嶋窪
一

：1．1　 　 器
　上 の 表中で 著者 の 測定 9L

あ る もの は 、 著者 の 實驗 で 得 られ ナこ結果 を、 其 セ ノレ ロ イ ドに

黼 な ・ 倣 ÷ 嘸 關  ・ もの ・ 引直 して か ら、 虹 M ・n ・g・m ・r・・ 哩 驗 唹 け

・ 取 ÷ をあ・ は め て ，M　Lt・ もの で あ ります ． 叉 M … g・m ・… の褓 ・よ揚 劬

は 努 の 廊 ・ig・・… 、 肭 力・ 聖二噸 で ・・9・・V・ ・：記入 し・ 崩 す ． （rl．

しこ の 場合 中心 に於 け る 内力 こ し て MOhtgolllerieの もの か ら絶對 的 な もの に 直 す に は 理

飆 （・）式 の 撒 の 勅 ÷ 蹉 障 りどな b ますか ら・ ÷ は ÷ ・ あ らす ・
M ・nt −

gOmerie 其儘の もの ビ して 記 入 して 置 ＄ましすご。 これ は逆 に 引直 す 場合に餘 b 差異 が な

い か らで あ b ます 。

　　　　　　　　　　　　　　IV　結 　 　　 論

　之 を要す る に
⊥ な る比 が 2 の近所 で

⊥ ＝
一
。。 の 場合 に 近 くな る事は 、 撓 み か ら見

　 　 　 　 　 　 　 　 cc

て も、 又は 内力や ・
’
eaction か ら見て も明か で あ ります。 叉短軸の 兩端 に於 け る 内力は 中

心 に於 け る 内力の 二 倍近 くで あ る事 も數學的解法 又 は實驗 に 徴 して も明か で あ ります 。

而 して ⊥ − 2 な る齢 が ⊥ 一 。， の 駘 1・似て來 る事期 身力漑 に 軸の爾 嫐 、於 け
　 　 　 　 a 　　　　　　 　　　　　　　　　 　　 α

る 内力が 中心 に 於 け る 内方 の 二 倍 位 に な る ご云 ふ 事 を意昧す る筈 で あ ります 。 こ の 事は

別 の 方面 か らも判 ります 。 何 こ なれ ば 正方形即 ⊥ ＝ 1 の 場合は 、 著者 の解法 か ら見 る
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 a

も、
Pigeaud の 法 に よ る もs 殆ん ご正 確 な る解 こ な る の で すが 、 この 場合軸 の 兩端の 内

力が 中心 の 内方の 二 倍位 に な り、 叉 ⊥ ＝ ・。 の 場合 に も二 倍 に な るの で あ りますか ら、

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　
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其 間 の Ra伽 の 場合に も二 1畜位で あ らうこ い ふ 事は大 に 了解 され るの で あ うます之 を見

る t 、
）lontgomerie の 實驗 で 、 中心 の 内力が 邊の 中央の 内力 ご 略同 じ大 さ に な る ご云 ふ

こ ごは 、 少 し く過っ て 居 b は せ ab”“ t 思はれ ます 。 之 に 反 して 獨 逸海軍 で やつ た實驗の

（lataC’） こ して 板 の 端 の 内力が 中心 の 二 倍 位に なつ て 居 る事は結果 こ して 可成 具合 が よ い

もの ご考 へ られ ます 。
Moutgon ）ei

’ie の 實驗は 、 試 驗材 こ して 大 な る鋼板 を用 ひ ナこの が 變

な結果 に 導い た の で は な い か ご 思 はれ るの で あ ります D

　獪 c ！〜しmped 　edgeS の reactiUI1 が 角の 近所 で 反 對 の sense ざ な る事 は實際問題 U
’
して

相 當 に 注 意すべ き事柄 で あ る ご思 は れ ます 。

　こ の 問題 が Pigeaud の 書 に よ り大 に確 に せ られ ナこ る 1よ著者 の 大 に 喜 S
’
所 で あ b ま

す 。

　こ の 稿 を終 へ る に 臨ん で 種 々 の 指導 を興 へ られ ナこ る 末廣先生 に 謝意 を表 し、 又 こ の 稿

提出 に 當 り、 非常の盡 力 を輿 へ られ た る帝大船舶 敏室 の 佐藤助手 、 武原助手其 他の 諸 氏

の 勞を多 ご 致 します 。

大 正 十 二 年 四 月 三 日

東京 帝 國大 學船舶 工 學實驗室 に 於 て 。

討 論

O 留長代理 ｛末廣恭 二看 ）　 こ なた か 御質 問御 討論 が ご ざ い ますれ ば ＿＿ ＿＿

O 横 田成 年罍 　こ な た も無 け れ ば ちよつ ご 一言邇 べ た い
“
L 思 ひ ます、 此論 文は 今 日初 め

て 拜 見 した の で す が 、 能 く讀ん で 見 ませ 膿 か ら精密な 判 斷は致 し兼 ね ます が 、 大 體の 假

定 、 四 頁の 所の 式 を斯 う云 ふ こ E に され た こ云 ふ の は私は面 臼 い ご思 ふ の で 、 例 へ ば流

體の 「レ ジ ス タ ン 7 ．」の 方で 髑逸 の 「プ ラ ン トン 」の「グ レ ン ツ ・ シ ヒ ト ・ テ オ リー」に 於 て 物

體か ら少 し離 れ た 所で は「ポ テ ン シ ア ノV
’
」運動 ご假定 し、 極 く接近 した 所 に 於 て は 「タ ー

ブ レ ン ツ 」 が 起 る もの こ假 定 して 、 兩方 こ もそれ を應用 出來 る式 を「プ ラ ン トノvJ が 拵 へ

て 居 ります、 矢張 b是 E 同 じや うな格好 に な つ て ………幾 らか 形 は違 ひ ますが 、 片方 に

寄 っ て 來 る ざ
一

方 の 「タ ー ム 」が 利 き、 叉片方に 寄っ て 來 る ご他 の 「タ
ー ム 」が 利 い て來 る

ご云 ふ 大變都 合の 宜 、・ や b方 て 、 それ に 此方法が好 く似て居 る ご 思 ふ 、 實驗ご 理論 上 ご

　 6）　Pietzker：− Festigkeit　der　Schiffb

N 工工
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を繋 ぎ合 して 、 何 と か して其 間の 聯絡 を村 けな い ピ理論 的の 解决は 出來 な い の で あ りま

して 、 斯 う云 ふ や うな場合 に は何 か 斯 う云 ふ こ ご を して 或程度 まで 押付 け に よ る外 仕方

が 無い 、 それ に 付 て は此や り方 は大變面白い 、 大體 拜見 した所 で さ う云 ふ考へ で あ りま

す が 、 詳 しい こ 泓 よ讀んで 見 ませ ぬ か ら申 し験ね ますが 、 只今戚 じた 所は 以上 の 通 りで

め ります

O 松村鶴造君 　ち よつ t 伺ひ tこい ビ思 ひ ますが 、 「ス トV ツ ス 」に饗 す る ………萠に 井 口

さ んが やつ て 居 られすごが 、 井口 さん の式 で 計算 せ られ セ もの 9L 妹澤 さ ん の 式 ご實際の 問

題 に 付 て比較 に なっ て居 る もの が あれ ば
一 っ ．＿＿ ．

、 「ス トV ツ ス 」の 値 を井 口 さ ん の 式

S あ なtこの 式 S を比較 した もの が あ れ ば…… …

O 妹澤克惟看 　比較 しtこ二 eL は あ b ませ ぬ が 、 井 ロ 先生 の 厂ペ ー パ ー 」を譲 ん だ こ E が U

ざい ます 、 あ の 場合 は「モ ン ゴ ミ リ　一一」の 式 に 成 る べ く合 はす や う合は すや うご苦心 され

tzや うに 思 つ て 居 ります

O 松村鶴造君　此 問題は 非常に む つ か しい 問題で あ b ま して 、 色々 な入が 色 々 苦心 して

や つ て居 る けれ こ も、 本統の「ソ リュー一シ
。

ン 」は 迚 も出來 な い や うで 、 此 や り方 は 非常 に

結構 なや うで あ b ます 、 徇 ほ一
つ 詳 し く讀 ん で 考 へ て 見tzい ご 思ひ ますが 、 ちよ つ ご 見

だ 所で は 非常 に結 構で あ る ざ 思 ひ ます

O 會長代理 （末廣恭 ＝ 脅） 何 か ご ざい ませ 繊 か 、 隨分 むつ か しい もの で すか ら、 即席 に

は如 何 か ざ 思ひ ますが 、 何 か ご ざい ますれ ば …・… …・．

普 逋我 々 の ＿＿＿「プ V 一 ト」或 は 該板 の や うな もの に之 を應用 す る 場合 に ごん な もの に

な ります力丶 或は 「va ン ゴ ミ リー」の や うな方怯 が 實際 に 近 い もの に な bは しな い の で

あ b ますか

O 妹澤克惟漕　 さ う云ふ こ ご は餘 り存 じませ ぬ

O 山本幸男看　ちよ っ ざ伺 ひ ますが 、 七 頁 の 所で 「然 る時は「フ レ ー ム 」も共 に 水靂 の 影

響 を受け て歪 み を受 くべ きは明 白で あ b ます」 ・

Le 書 い て あ b ます 、 是 は私 は正確 の 事は

忘 れ ま した けれ こ も、 光線 を利用 して試驗 した けれ ざ も、 歪 み が 出來 なか つ た ξか 云 ふ

や うな こ S が書い て あつ ta 「デ フ ォ
ー メ ー シ

。
ン 」は 起 らない 8 云 ふ や うな こ ご を書 い

て 居 つ tzや うに思 ひ ます ＿＿＿＿

O 妹滞克惟君 私 は能 く讀み ませ SUで しナZs．さ うか も知れ ませ 漁

O 山本孛男看　「プ レ ー ト」の「ヱ ン ド」の取 村が うま く行 か な い の で 凄折う云 ふ 「ア ン グ ノレ 」

が 出 るご か云 ふ こ ご が書 い て あっ ナこ、 その 關係 で 違っ て來 るの で 、 「フ V 一 ム 」の 「デ フ 厂
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メ ー
シ

ョ
ン 」は 出な い の か ご考 へ ます

O 妹澤克惟鴦 　私 も しつ か り覺 1？ ませ an 、 餘 b「モ ン ゴ メ y・・一」の もの が變 で すか ら、 そ

れ に 頓吾 しな い で やつ 7Cもの で す か ら＿＿ ＿

O 村田義鑑君 大體今の 御 話は わ か つ ナこや うで すが 實際の 「ア ツ プ リ ケ ー シ ． ン 」は こ う

云 ふ や うに な る の で すか 、 「ス テ イ
・
一

ノV フ tr　n ム 」に 「セ ノレ ロ イ ド」板 の 場合 の 理論 は あな

ナこの や うに な る の で せ うが 船に 實際「ア ツ プ ラ イ ド」す る時 に は 或は 「モ ン ゴ メ ジ　一一」の 實

驗 の や うに な る の で は あ りませ ぬ か

O 妹澤克惟君 　それ は何 ビ も分 b ませ ぬ

O 末廣恭二 君 　「モ ン ゴ メ リー」が大分 引合 に 出 ます けれ こ も、 獨逸の海軍で や つ tこ實驗

の 結果 は 九で 「モ ン ゴ メ y　− 」の ご違 ふ の で あ ります、 「モ ン ゴ メ リ
ー
」の が 良 けれ ば獨 逸

の が 悪 い 1 獨逸 の が 良 けれ ば「モ ン ゴ メ リ・・一・」が 悪 い 、 妹澤 君の 得 た 結 果 は獨 逸の 海軍 の

E 非常 に似 て 居 る 、 此獨逸 の 實驗に 詳 し く發 表 して 居 な い の で すが 、 要す る に「ス Sr

ノレ ・ プ V −一ト」に 付 て や っ tこに 違 ひ な い 、 「モ ン ゴ メ リ　− 」の が 間違 つ て 居 っ すZgL 言ひ 得 る

か も知れ ませ の

0 鹽 田泰介君　 ち よつ
ILe 希望 を申上 げた い 、 是 は斯 う云 ふ こ ご を研究 せ られ る こ ご は 非

常 に趣 味の あ る問ee　（：

（實用 の 方か ら言 ふ ご適宜 に 「ス チ フ ナ ー
」を付 けて解 决 して 居 る

の で すが ）立 派 な論文 ご思 ひ ますか ら、 此前刷は 日本文で 出來 て居 りますが 、 之 を英文

に せ られ て會誌 に載 せ られ るや うに しすこい 會誌 の 交換 ヒ云ふ こ ご もあ る か ら、 之 を希 望

して 置 き ます

O 宋廣恭＝ 君 「オ ー テ ー」御 自身 も外 國文で 發 表 され る積 b らし く思 はれ ます

O 會艮代理 （末廣恭 二 君 ） 別段是 以上 御質 問御 討論 が あ b ませ Utけれ ば例 i：依 b ま して

一言御禮 を申逋 べ tzい ご 思 ひ ます、 此 「レ ク ト ア ン ギ ユ ラ “・… プ レ ー ト」の 問題は吾 々 の

方 の 問題 こ して 中 し ますれ ば外板及鋼甲板 9L
云 ふ や うな もの に 關係あ る重 要な 問題 で あ

b ます 、 工 學方 面 の 學 者及 び 純理學者 は隨分以前 炉 ら此事 を研究 して居 る や うで あ りま

す 、 現 に 我 國で も京都 大 學の 松村 博士 は 先年機械 學會 に薦圓形 の 「プ U − 5」の「ソ リ　a
’一

シ
．

ン 」を御 出 しに なっ て 居 るや うに 記憶 して居 ．b ます 、 其他曾て 井ロ 先生 も御 や b に な

っ tzし、 外國 で も此「ペ ー パ ー」に 記 して あ るや うに 、 「グ ラ ス ホ ー プ 」獨逸 の海軍 、「モ ン

ゴ メ リー
・ ブ ラ イ ヤ ン 」、 爾 ほ色 々 あ るや うで ご ざい ますが 、 大家の 研 究 も多 くは 「セ ミ

Z ン ペ リカ ノレ 」 か 若 し くは唯實驗 の み で あ b まして こ れ が 正確 で あ るか が しっ か り分 り

ませ 臥 夫 れ は矢張 り外板 や「デ ッ キ」の 板 の 寸法 を决 め る に は「セ ミ ＝ ン ペ リカ ノV 」な方
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法 で や つ て 居 るの で すが 、 今 日斯 う云 ふ や うな立 派 な「ペ ー パ ー」が 現れ ま して 、 實驗及

び理 論 の 兩方面 か らして 略々 眞 に 近 い 所 の「ス ト レ ツ ス 」の 有樣 を出 され た こ云 ふ こ E は

實 に 造船學上 の み な らす機械工 學上 に取 つ て も非常 に 有盆 な こ ご で あ ら う9L 考 へ られ ま

す 、 私 は妹 澤 君 ご懇意 で あ る か ら提灯 を持 っ の で は あ りませ SUけれ ご も、 妹澤君は學校

を出 られ て か らまだ二 年 間 しか た ち ませ ぬ 、 出た て の ほや ほや で あ ります s 其方 が 斯 う

云 ふ立 派 な もの を書か れ ナこ、 妹澤 君 は曾 て 此造船協會〜 ＿＿．是は失禮 で す が 、 此 「ペ

ー パ ー」に 比すれ ば大 した もの で は な か っ た や うに思 ひ ますが 、 新 しい「ペ ー パ ー
」を書

い て 發表 され た 、 多分皆 さ ん は 御記憶 をな さ っ て 居 る だ らうeL 考 へ ます、 夫れ は 未だ大

學 に 在 學中の 事 で あ b ま した 。 そ して 學校 を出て 僅 か 二 年 しか 經 ずこ貯 に こ ん な立 派 な

「ペ ー パ ー」を御 書 きに な つ teの で ご ざい ます、
　 ZT まで の 勢 を以 て 段 々　t

’
　ncん で 行 か れ ま

した らば 、 殆 ご 測 b知 る べ か らざ る所 の 力量 を備 ふ る に 至 らる 丶 事だ らう 〜三考 へ て 私は

大 い に 樂 ん で 居 る次 第 で あ b ます 、 こ うぞ今後 も今日 まで の 「カ ー ヴ」の 上 げ方 を ごん ご

ん ご續 け て 行 か れ て 、 有 盆 な研 究 をせ られ て さ う して
、 本會 に 有釜 な論文 を發表せ られ

る こ E を期 して 待 つ て 居 る次第で ご ざい ます 、 例 に 依 りまして 拍手 を しま して 御禮 の 意

を表 しずこい
eL 思 ひ ます

　　　　一 同拍 手

X 線 に よ る金屬の 研究　儲 演概要）

工 　學 　士 柿　 沼　 宇　 作

X −Ray 　Studies　on 　the　Inner　Structure　of　Metals，

Bv　 U ．　 KAKINUMA．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Abstract ．

　
「i”he　Lane　 figures　 obttLined 　by 王鵬 sing μ beヒしm 　 of 　heterogeneous　 X −ray 呂 through 　 a　 thin

sheet 　of 　metal 　reveal 七he　atolllic 　struetznre 　inside　the　ロ ｝etal ，　thus　enabling 　us 　七〇　exP 】ore

the　region 　where 　the 　nsual 　microscopic 　s七udy 　is　lncompetent．　 Witll　thi8　view 　the　writer

outlines 　in　the　present　note 　his　study 　on 　the　aPPlicatio1 ユ　of 　X −rayg 　in　Ineta 】logi’aphical

research ．

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


